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は
じ
め
に

　

濃
尾
平
野
の
北
東
部
に
広
が
る
木
曽
川
由
来
の
扇
状
地
、
網
の
目
の
よ
う
に
河
川
が
流
れ

て
い
た
頃
、
わ
た
し
た
ち
の
先
祖
は
こ
の
地
で
活
動
を
は
じ
め
ま
し
た
。
旧
石
器
・
縄
文
時

代
の
こ
と
で
す
。

　

弥
生
時
代
、
人
々
が
余
野
に
定
住
し
、
そ
の
南
東
に
あ
た
る
仁
所
野
に
墳
墓
を
造
り
、
約

千
年
前
か
ら
記
録
が
遺
る
小
口
神
社
は
、
こ
の
地
域
や
人
々
の
暮
ら
し
を
見
守
っ
て
き
た
こ

と
で
し
ょ
う
。

　

戦
国
の
世
と
な
る
直
前
、
織
田
広
近
が
小
口
城
を
築
き
、
犬
山
へ
通
ず
る
織
田
街
道
沿
い

は
、
多
く
の
人
の
往
来
風
景
が
思
い
浮
か
び
ま
す
。

　

そ
の
約
百
年
後
、
御
供
所
村
で
生
を
受
け
た
堀
尾
吉
晴
は
、
織
田
信
長
・
豊
臣
秀
吉
・
徳

川
家
康
に
仕
え
功
を
重
ね
な
が
ら
、
佐
和
山
、
浜
松
を
経
て
遠
く
山
陰
の
地
で
松
江
城
と
そ

の
城
下
町
を
築
き
生
涯
を
閉
じ
ま
す
。
ま
た
同
じ
村
で
生
ま
れ
た
堀
尾
金
助
は
、
母
と
と
も

に
東
海
道
熱
田
の
精
進
川
に
架
か
る
裁
断
橋
を
舞
台
と
し
て
、
母
子
慈
愛
の
物
語
を
紡
ぎ
ま

し
た
。
そ
の
足
跡
は
、
四
百
有
余
年
を
過
ぎ
た
今
な
お
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
と
わ
た
し
た
ち
を

結
び
、
交
流
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
、
氾
濫
を
繰
り
返
し
尾
張
の
人
々
を
苦
し
め
て
い
た
木
曽
川
に
治
水
が
施
さ
れ
、

入
鹿
池
の
造
営
に
よ
っ
て
こ
の
地
の
新
田
開
発
は
進
み
、
五
条
川
を
軸
と
す
る
田
園
が
広
が

る
ま
ち
の
原
風
景
が
つ
く
ら
れ
、
村
営
の
慣
習
や
行
事
が
定
着
し
、
自
治
の
枠
組
み
も
萌
芽



し
ま
し
た
。

　

明
治
・
大
正
時
代
、
産
業
革
命
の
進
展
に
よ
っ
て
隣
接
す
る
ま
ち
で
は
紡
績
業
が
隆
盛
す

る
中
、
こ
の
地
は
桑
の
栽
培
や
養
蚕
を
主
産
業
と
す
る
純
農
村
の
営
み
が
続
き
ま
し
た
。

　

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
が
終
結
し
た
後
、
市
町
村
再
編
と
い
う
大
き
な
う
ね
り
に
よ
っ
て
、

わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
は
逆
境
に
立
た
さ
れ
、
そ
の
苦
難
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
先
人
達
は
、

工
場
誘
致
や
五
条
川
堤
へ
の
桜
植
栽
、
土
地
改
良
事
業
や
区
画
整
理
事
業
に
取
り
組
み
、
今

日
見
る
ま
ち
の
姿
に
つ
な
が
る
礎
を
築
き
ま
し
た
。

　

二
十
一
世
紀
、
地
方
分
権
時
代
を
迎
え
、「
自
立
と
共
助
」
を
ま
ち
づ
く
り
理
念
と
し
て
掲

げ
、
諸
施
策
を
展
開
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
今
日
、
こ
の
ま
ち
に
関
わ
る
方
々
が
公
益
に
寄
与

す
る
活
動
に
生
き
が
い
を
感
じ
て
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　
「
飲
水
思
源
」
の
精
神
を
信
条
と
す
る
私
は
、
こ
の
ま
ち
の
あ
ゆ
み
を
、『
大
口
村
誌
』（
大

口
村
成
立
か
ら
約
三
十
年
後
の
一
九
三
五
（
昭
和
十
）
年
発
刊
）、『
五
十
年
の
歩
み
』（
村
政

五
十
周
年
と
な
る
一
九
五
六
年
発
刊
）、『
大
口
町
史
』（
町
政
二
十
周
年
と
な
る
一
九
八
二
年

発
刊
）
を
読
み
解
き
学
び
ま
し
た
。

　

そ
こ
に
は
、
諸
先
輩
方
が
皆
、
郷
土
の
あ
ゆ
み
を
振
り
返
り
文
字
と
し
て
整
理
し
、
後
世

に
遺
す
こ
と
で
、
郷
土
を
愛
す
る
心
を
育
み
広
げ
、
町
勢
の
発
展
を
願
う
想
い
を
感
じ
取
り

ま
し
た
。

　

二
〇
一
七
（
平
成
二
十
九
）
年
十
二
月
、
約
一
年
半
後
に
平
成
の
時
代
の
閉
幕
が
公
表
さ

れ
、
そ
の
三
年
後
に
お
お
ぐ
ち
は
、
人
生
で
い
え
ば
還
暦
と
な
る
町
制
施
行
六
十
年
を
迎
え

る
こ
と
か
ら
、
歴
代
町
村
長
に
習
い
町
史
編
さ
ん
の
適
時
と
判
断
し
、
二
〇
一
八
年
一
月
に



町
史
編
さ
ん
室
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
「
お
お
ぐ
ち
」
に
は
悠
久
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
が
、
一
九
四
五
年
以
降
は
、
世
の
中
の
飛
躍

的
な
発
展
か
ら
一
旦
取
り
残
さ
れ
な
が
ら
、
そ
れ
に
立
ち
向
か
っ
た
先
人
の
尽
力
に
よ
っ
て

今
日
の
繁
栄
を
掴
み
取
る
、
ま
ち
の
歴
史
に
と
っ
て
大
き
な
変
化
を
重
ね
る
画
期
で
す
。

　

そ
こ
で
本
書
は
主
に
、
一
九
四
五
年
か
ら
二
〇
二
三
（
令
和
五
）
年
ま
で
の
歴
史
的
事
実

と
、
彩
り
と
な
る
人
々
の
生
活
や
地
区
の
あ
ゆ
み
、
風
俗
に
光
を
当
て
、
実
体
験
や
見
聞
き

し
た
話
を
コ
ラ
ム
と
し
て
数
多
く
掲
載
し
て
い
ま
す
。
本
文
を
読
み
進
め
る
際
に
、
そ
れ
ら

を
織
り
交
ぜ
て
頂
く
と
、
人
々
の
記
憶
や
想
い
を
垣
間
見
て
、
当
時
の
出
来
事
を
よ
り
鮮
や

か
に
感
じ
取
っ
て
頂
け
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
「
古
き
も
の
は
古
き
が
ゆ
え
に
尊
い
の
で
あ
る
」
と
い
う
言
葉
に
出
会
っ
た
時
、
時
代
の
変

化
に
対
応
す
る
際
に
は
、
先
人
が
次
世
代
へ
脈
々
と
引
き
継
い
だ
、
教
訓
や
知
恵
、
恩
を
十

分
踏
ま
え
て
か
ら
先
に
進
ま
ね
ば
な
ら
な
い
と
強
く
胸
に
刻
み
ま
し
た
。『
大
口
町
史
～
現
代

史
編
～
』
発
刊
は
、
次
世
代
に
ま
ち
の
発
展
を
託
す
種
蒔
き
で
す
。

　

末
筆
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
書
を
編
さ
ん
す
る
に
あ
た
り
、
格
別
の
ご
尽
力
を
賜
り
ま
し

た
監
修
の
後
藤
致
人
先
生
、
編
集
委
員
会
委
員
を
は
じ
め
、
資
料
の
調
査
及
び
情
報
提
供
な

ど
を
い
た
だ
き
ま
し
た
全
て
の
関
係
各
位
に
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　

令
和
五
年
十
二
月

大
口
町
長　

鈴
木　

雅
博



　
凡
　
例

１　

本
書
は
『
大
口
町
史
～
現
代
史
編
～
』
と
し
て
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
終
結
（
一
九
四
五
（
昭
和
二
十
）
年
）
か
ら
二
〇
二
三
（
令
和
五
）

年
ま
で
の
大
口
町
域
に
関
わ
る
歴
史
を
叙
述
し
た
。
な
お
、
必
要
に
応
じ
て
そ
の
前
後
の
時
代
に
つ
い
て
も
叙
述
し
た
。

２　

本
文
の
記
述
は
、
原
則
と
し
て
常
用
漢
字
・
現
代
仮
名
遣
い
を
用
い
た
。
た
だ
し
、
歴
史
的
用
語
や
固
有
名
詞
、
学
術
用
語
に
つ
い
て
は
、

こ
の
限
り
で
は
な
い
。
ま
た
、
企
業
・
会
社
名
に
つ
い
て
は
、
株
式
会
社
等
を
略
し
た
箇
所
も
あ
る
。
な
お
、
コ
ラ
ム
に
つ
い
て
は
、
語
り

手
の
想
い
を
直
接
的
に
表
現
す
る
た
め
、
語
り
手
個
人
の
歴
史
的
認
識
・
経
験
・
方
言
な
ど
を
そ
の
ま
ま
記
載
す
る
。

３　

読
み
に
く
い
人
名
・
地
名
・
歴
史
的
用
語
、
難
読
ま
た
は
誤
読
の
お
そ
れ
が
あ
る
語
句
に
は
、
適
宜
振
り
仮
名
を
付
し
た
。
読
み
方
に
つ
い

て
諸
説
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
推
測
に
よ
っ
た
も
の
も
あ
る
。
地
名
に
つ
い
て
は
、
必
要
に
応
じ
て
（　
　

）
に
現
行
の
市
町
村
名
を
記
し

た
。
な
お
、
現
行
市
町
村
の
表
記
は
、
二
〇
二
三
年
三
月
三
十
一
日
現
在
の
も
の
に
よ
っ
た
。

４　

本
文
中
で
は
、
原
則
と
し
て
敬
称
・
敬
語
を
略
し
た
。

５　

年
月
日
に
つ
い
て
は
、
西
暦
を
用
い
、
適
宜
（　
　

）
で
和
暦
を
付
し
た
。
改
元
が
あ
っ
た
年
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
出
来
事
の
あ
っ
た

日
の
元
号
を
用
い
た
。
た
だ
し
、
コ
ラ
ム
に
記
載
し
て
い
る
語
り
手
の
生
ま
れ
年
に
つ
い
て
は
、
語
り
手
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
観

点
か
ら
和
暦
を
用
い
た
。

６　

資
料
（
史
料
）
を
引
用
す
る
際
は
、
原
則
と
し
て
そ
の
ま
ま
引
用
し
た
。

７　

本
文
に
用
い
た
資
料
（
史
料
）
の
注
記
は
最
小
限
に
と
ど
め
、
巻
末
の
参
考
文
献
一
覧
に
示
し
た
。

８　

写
真
・
図
・
表
に
は
、
章
ご
と
の
通
し
番
号
を
付
し
、
巻
末
の
掲
載
図
版
一
覧
で
表
題
・
出
典
な
ど
を
示
し
た
。

９　

巻
末
に
主
な
事
項
・
人
名
な
ど
の
索
引
を
付
し
た
。

10　

本
文
・
引
用
文
・
図
・
表
の
中
に
、
身
分
や
職
業
に
関
す
る
差
別
的
な
用
語
や
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
が
、
史
実
に
基
づ
い

て
研
究
す
る
立
場
か
ら
、
本
書
で
は
そ
の
ま
ま
使
用
し
た
も
の
で
、
こ
れ
ら
の
差
別
を
容
認
す
る
も
の
で
は
な
い
。
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